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　【留意事項】

　１．測点数に応じた出来形評価の考え方（担当係長（監督員））
 検査員の出来形評価については、担当係長（監督員）のばらつき評価と整合を図ったうえ、評価対象項目数に応じて決定する。

別紙－４
　２．出来形及び品質のばらつきの考え方 　【留意事項】

　１．出来形及び品質のばらつきの考え方

　３．多工種複合工事の取り扱い
　　　（１）　主たる工種で評定する。多工種で評定対象が重要な場合はこの限りではない。
　　　（２）　コンクリート橋は、プレテンション桁等、工場で製作される構造物も対象とする。 　２．多工種複合工事の取り扱い
　　　（３）　評定は「合併工事」欄を活用する。 　　　（１）　主たる工種で評定する。多工種で評定対象が重要な場合はこの限りではない。

　　　（２）　コンクリート橋は、プレテンション桁等、工場で製作される構造物も対象とする。
　　　（３）　評定は「合併工事」欄を活用する。
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③ICT活用工事の例
出来形合否判定総括表の分布図や計測点の個数によりばらつきを判断
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留意事項

１．測点とは土木施工管理基準（出来形管理基準）等の工種毎の各測定項目について、管理することを目的に測定する点を言う。

２．ばらつきの判定を行う際の測点数は「構造物の役割－工種－測定項目」が同一の総測点数で判断する。（図1参照）

３．１工事あたりの測点数の合計（Σ（測定項目数×測点数））が、10点未満となる極めて小規模な工事については、ばらつき

判定不可能とする。（「ｃ」評価とする。）

例）コンクリートブロック積工の場合

１．同じ役割の構造物が左右岸共にあり、出来形管理も必要となる護岸ブロック積としてのＮｏ．１およびＮｏ．２の測点数は①～④の４点となる。
２．工種が同じでも、構造物の役割（護岸ブロック、山留ブロック）が異なる場合は、それぞれで評価を行う。
３．工種や構造物の役割が同じでも、測定項目（基準高、法長）が異なる場合は、それぞれで評価を行う。
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図．１ 測点数の考え方
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